




























































調　査 黄子苗 黄子苗 自　然
母　　樹 稚苗種 の数 出現率 自殖率
（本） （本） （％） （％）
大山三ノ沢No］ 284 2 0．7 2．8
Nα1 140 11 7．9 31．6
鳥取大　No　2 213 5 2．3 9．2
学蒜山　No　3 386 18 4．7 18．8
演習林　No　7 148 13 8．8 35．2
























1 43 1 1 45 2．2 2．2 4．4 8．8
2 178 1 2 181 0．6 L1 L7 2．4
3 149 9 1 159 5．7 0．6 6．3 22．8
4 88 0 0 88 0 0 0
5 32 0 0 32 0 0 0
7 162 7 2 171 4．1 L2 5．3 16．4
8 30 o 1 31 0 3．2 32
9 38 0 0 38 0 0 0
10 57 0 3 60 0 5．0 5．0
11 26 0 O 26 0 0 0
12 68 0 1 69 0 し4 L4
206 22 0 1 23 0 4．3 4．3
平均 12．6
＊　黄子苗にっいて計算する。
母樹は黄子やわい性など不良遺伝子をヘテロに持った個体であると思われる。
　葉緑素変異苗の出現率は針葉樹でよく調べられており，大庭らによると5W，イワオスギの自殖苗で
は2．6～4．6％の発生率であった5）。またスギの白子苗または淡緑色苗を生ずる個体を用いて交配試験を
行ったところ，単～ヘテロ接合型苗では正常苗：白子苗または淡緑色苗が3：1の割合で，二重ヘテ
ロ接合型苗では正常苗：白子苗：淡緑色苗が9：4：3の割合で分離した6）。アカマツでは白子苗，黄
子苗，淡緑色苗，白初生葉苗など葉緑素変異苗を生ずる個体があり，その発生率は0％から6％，平
均0，97％であった7｝。クロマツで黄子苗を生ずる個体について自殖を行ったところ，正常苗と黄子苗が
ブナにおける黄子苗の出現率及び自然自殖率の推定 （35）
写真1　ブナの黄子苗
　　　Yellow　seedlings　derived　from　op劒pollinated　seeds．
3：1の割合で分離し，黄子苗は単一の劣性遺伝子により遺伝することがわかった8）。
　これらの葉緑素変異苗は致死性あるいは生存力が弱いため，自然条件下では劣性遺伝子についてホ
モの個体は存在せず，ヘテロ接合型の個体のみ存在すると思われる。ブナの黄子苗は葉緑素を持たな．
いため初生葉発生後間もなく枯死する。ブナは他殖を主とするため，これらの変異苗はヘテロ個体の
自殖によって生ずるほか，相同遺伝子を持った異個体間の交雑によっても発生する。集団内で関係す
る劣性遺伝子のひん度をPとすると，この集団内での自由交配のもとで自殖と他殖がそれぞれSおよ
び1－Sの割合で行われた場合に，ヘテロ接合個体から生ずる変異苗の発生率Fは，
　　　　　　　F－÷S＋丁・（1－S）で示され・．
　　　　　　　　　　2F－P従って自殖率は，S＝　　　　　　　　　　　　　　となる。　　　　　　　　　　0．5－P
　関係する劣性遺伝子のひん度が低く，変異苗がすべて自殖によって生じたとすると，P≒0となり，
自殖率はS＝4Fで表わされる。大庭らはこの方法によって自然自殖率を推定している7）。
　ブナの黄子苗は特定の林分の特定の個体で発生するので，すべてが自殖に由来するかどうか疑わし
いが，前記の方法により自然自殖率を推定すると，1976年産種子で2．8～35．2％，平均17．1％，1984年
産種子で2．4～22．8％，平均12、6％であった。自然自殖率は樹種，林分，個体，年度などによって差が
あるが，アカマツ林では0～24％3），アカマツ林内のクロマツで34．4～52．0％，平均40．6％4），アカマ
ツの採種園で0．5～3．2％，平均1．2％5），スギの採種園で5％程度（ジベレリン処理をしないとき）6），
という報告がある。そのほかスラッシュマツ，バンクシアナマツ，レジノーザマツなどで葉緑素変異
苗の出現率から自然自殖率の推定がなされている2’珊。レジノーザマツでは自然自殖率は密生した林で
低く，疎林あるいは孤立木で高く，また1本の木ではクローネの上部よりも下部で高いことが報告さ
れている剤。本研究によると，ブナの自然自殖率は2．4～35．2％でやや高い値になっているが，これは
変異苗の発生する林分が疎林であるためであろう。
（36） 橋　詰　隼　人
IV　摘 要
　ブナの種子を母樹別に播種したところ，9本の母樹で黄子苗やわい生苗など変異苗が発生した。変
異苗の出現率は年度及び個体によって差があったが，黄子苗は0．6～8．8％，わい性苗は1．1～5．0％の
出現率であった。黄子苗は劣性遺伝子のホモ接合によって生ずると仮定して自然自殖率を推定すると，
ブナ林における自然自殖率は2．4～35．2％，平均12．6％（1984年）～17，1％（1976年）であった。
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